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　〔目的〕ff母 　Candida　antaretica 　T
−34株は 、 多様な脂肪酸な らびに植物性 油脂 か ら、糖

脂質、Ma 皿 osylelythritol 　 hpid （MEL ）を生産す る、1 こ の MEL は、生分解駐で 、合成界

面活性剤 と変 わ らない 界面活性能 を有 し、さらに細胞分化誘導な どの 生物活性 を示 す こ とか

ら 、 様 々 な産業分野 で の 応用 が期待 され て い る 。 （1） そ こ で 、酵 母 0 齟 繪 増 翻飆 丁
一34株

の 油資化能 と MEL 生産能を利 用す るこ とによ り、食晶廃汕か ら糖脂質 へ の 生物転換とい う、

廃油か ら有用物質を生産す る環境調和型技術の 開発 が 考え られ る 。 本研究で は 、食品廃油を

炭素源 と して 培養 し、廃油か ら MEL 生産を行 うた め の 知見を得 る こ とを 目的す る 、

　〔方法及 び結果〕食品廃油を唯
…
炭素源 と して フ ラス コ 内で C．antaivtica 　 T −34 株

．
の 培 養

を彳∫い 、MEL の 生産量お よびその 経時 変化の 測定 を彳j
．
っ た 。そ の 結果 、菌体量あた りに対

して も時間 あた りに対 して も、油脂の 中で 生濃量の 高Vi とされ て い る大豆 油と変わ らない 、

効率の よ い 生産 量が得られ、食品廃油の 分解と糖脂質生産 とい う環境 調和型技 術の 実現 の 可

能性が 示 され た ，、
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　〔目的】 これ まで 、食 品工 場な どで 使用 され る環 境殺菌剤は ハ ロ ゲ ン 系 、 ビグア ナイ ド

系、界面活 性剤系、アル コ
ール 系な ど様々 な もの が開発 され て きた。 しか し、カ ビお よ

び細菌芽 胞に対 して 有 効で あ る剤 は限 られ、 その 実用 性 に も問題があ っ た 。そ こ で 我々

は、安全 性が 高 く、且 つ 、細菌芽胞に も有効に 作用す る強 力な殺菌剤の 開発を 目的 とし

た。

　【方法お よび結果 】 酵素の 触媒作用で ヨ ウ化物イ オ ンか ら遊離ヨ ウ素 （ヨ ウ素分 了）を

生成す る反応 に着 目 し、殺菌処理時に遊離ヨ ウ素 を生成す る 殺菌剤 の検討 を行 っ た。

種々 の 条件下 で生成す る ヨ ウ素濃度 （有効ヨ ウ素濃度） をチ オ硫酸 ナ トリウムで 滴定す

る こ とで 殺菌剤 と して の 最適化 を行 っ た 。

一
方、使用 時に ヨ ウ素を発生 しう る殺菌剤と

する ため 、 殺菌剤 の 形 態を A 液 （酵素、 KI） 、 B 液 （過酸化水素、　 pH 調整剤） の 2剤 型

に決定 した。同殺 菌剤は一
般細 菌、カ ビ、細 菌芽胞 に対 し強力な殺菌作用 を有す る こ と

を確認 し た 。 また 、 従来 の 殺菌剤 と比較 して 、薬剤原液の 急性毒性が低 く、使用 時の 金

属腐食 1生も低減 され た。更 に、界面活 性剤等 の 安定化 剤 も不必要 で あり 、 環境負荷 も低

減 され た。
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